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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(さっかべ),猿壁)城
①茨城県石岡市小屋字上山　②二四二／一九八　③『八郷町史』八郷町、二〇〇五／関 肇（編）『八郷町の中世城館』八郷町教育委員会、二○○○　④加波山
猿壁城は、足尾山から東南東に二キロメートルほど延びた尾根の先端に築かれている。足尾山（標高六二八）とその北方二キロにある加波山（七○九）を通る筑波連山は、この地域を東西に分割していて、その西側は真壁町である。猿壁城は、上曽城から北に一・五キロの位置にあり、小田城からは北北東に十三キロである。真壁城からは東に四キロである。
小田氏の二代知重の四男知賢は、この地の領主となり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うわそ　),上曽)氏を名乗った。現状の猿壁城は、真壁から足尾山を経由して小屋に至る間道を抑える城として、上曽氏が築いたものであろう。
城の構造は、単郭に近い。足尾山との尾根続きの部分（北西側）を最も厳重にしていて、二重の堀切ＣとＤを設けている。これらに対応して、南側の斜面には竪堀ＡとＢがある。北東側にある傾斜が緩くて幅の広い尾根に対しては、土塁Ｅと横堀を設けている。
郭１の郭内を注意してみると、四段になっている。ただし、各段の切岸の傾斜は緩い。各段の削平も甘く、傾斜が残る。古い時代の城のままなのかもしれない。Ｇに枡形の痕跡のようなものも見られるが、不明瞭である。
郭１の七メートル下には堀切Ｄがある。その外側に郭２があり、郭２の上面は尾根側と北東側を土塁で囲っている。郭２の北側には腰曲輪３がある。それらの外側には、弧状の堀切Ｃがある。この堀切の先は、足尾山に続く幅広の尾根であり、自然地形のままである。
堀切Ｄの南端の郭１側には竪堀Ｂがあり、竪堀の東側の切岸は岩盤がむき出しになっている。堀切Ｄは、郭１の北側に回り込んで横堀となっている。横堀の外側には土塁Ｅがある。
南側の斜面を二重の竪堀で遮断しているのに対し、腰曲輪３の北東側の谷に展開した敵には射撃で応戦する構えになっている。腰曲輪３と郭２、および土塁Ｅと郭１の、それぞれ二段の陣地から射撃ができる。
竪堀Ａの脇には、現在も麓に続く直線状の道があり、おそらくこれが大手道であろう（都市計画図にはこの道がある）。郭２の北側の腰曲輪３は堀切Ｃとの高低差が現状で一・五メートルしかなく、大手道はここを通っていたと思われる。現在は腰曲輪３脇の堀切Ｄから直接郭１に上がる道があるが、当時はいったん横堀を東進し、小さな平場Ｆから「く」の字形の坂道を上がって郭１のＧに至ったのではないかと推測する。
郭２には、堀切Ｄのどこかから上がったと思われる。堀切Ｃの南端から郭２に上がる急な坂道があり、虎口かと見まがうが、当初からあって竪堀Ａとつながっていた崩れであろう。なぜなら、坂が急すぎるし、郭２に上がっても郭１方面に渡るはっきりした道がないからである。
東側の麓から緩斜面を通って土塁 Ｅ に至る道がある。南側の麓からＨに至る道が残り、Ｈから郭１下の北側を廻ってＦに至る。また、Ｈから郭１に上がって南側の縁を通る道もあるが、後世の道かもしれない。
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